














































































１ 秋田 -1.30% 38位（246万円） -2.20%
２ 青森 -1.13% 40位（243万円） -1.10%
３ 高知 -1.00% 39位（245万円） -2.00%
４ 和歌山 -0.99% 23位（282万円） -3.10%
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（人）
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　今回の調査を踏まえて，今後報告書をまとめるにあたり，久留里線プロジェクトが持つ
「高大連携による地域活性化」という事業モデルを積極的にアピールすることが必要だと
の認識に達した。
５　日常生活型観光＋移住戦略に向けて
　最後にまとめとして，日常生活型観光＋移住戦略のポイントと観光資源の見分け方，活
用方法について述べることにする。
　まずこの戦略の対象となるターゲット層にはどのような人々がいるのかを考えてみる。
すると，前述のように1960年代～80年代にかけて東京を中心に大都市に集まってきた人々
が，自分の出身地には戻らずに首都圏に止まっているという現実がある。これらの人々の
多くは既に現役を引退していて，自分が落ち着く先を求めているか，今後10年以内に引退
する人々で，その中心となるのがいわゆる団塊世代である。
美作ラグビ ・ーサッカー場
JR津山線　弓削駅
上山（美作市）の千枚田
JR岡山駅に停車中の津山線車両
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地域経済の発展と観光の役割
　これらの人々をターゲットにして，「田舎暮らし」という中長期間滞在の観光プランを
実現させて，そこから移住へと誘導する事業をすることが，現段階において取り組むべき
戦略になるであろう。この場合，戦略によって地域活性化を行うことが有効な地域は，全
国どこの自治体でも可能である。首都圏や近畿圏など大都市の周辺地域だけが有効である
わけではない。
　これらの人々は自分のふるさととして考えるのは出身地域であり，現在住んでいる地域
ではない。従って，現在住んでいる地域においては常にふるさと喪失状態という不安定さ
を抱えている。しかし定年後にふるさとに帰る人は多くはない。老親の介護，実家や墓所
の管理などの具体的な問題がない場合，現在住んでいる場所が彼らの終の住み家なのであ
る。しかし本音ではふるさとを求め，ふるさと的環境としての田舎暮らしには一定の興
味・関心がある。
　筆者は既に２の⑶（p14）において，地域資源の掘りおこしの例として，「ありふれた
風景」「地域の素朴な文化」「既に役割を終えたと思われる施設」「その地域にある独特の
自然」を指摘した。これらの地域資源について田舎暮らしの観点から更に詳しく見ると以
下のような項目があげられる。
自然環境　里山，河川，海岸，湖沼，草花・樹木，日の出，日没，星空
文化　　　祭り，伝統行事，郷土料理，言葉（方言），史跡
産業　　　伝統産業，農業，林業，漁業
交通　　　ローカル線，路線バス，古道，港
　そのほか人間関係や地域活動（運動会，地域清掃など）も地域資源として考えてよいで
あろう。
　こうした地域資源を外部から来た人達に積極的に利用してもらうには，それなりの組織
や施設が必要になる。例として，「田舎暮らし利用センター」のような組織をつくり，常
時来街者の要望に応えることが考えられる。そこにはコーディネーターを配置して，相談
に応じるほか，各種教室などを行って，外部から来た人々を田舎での生活コミュニティー
に引き込む努力をすることが重要である。
　例えばお祭りなど地域の伝統行事への参加を呼びかける，地域内での清掃活動や相互扶
助活動，社会貢献活動にも加わってもらう，郷土料理の講習を行う，伝統的工芸品の製作
にも参加してもらうなど，まさに日々の生活にしっかりと参加してもらう中で人間関係を
つくっていくのである。こうした活動をすることで，都会からやってきた人々に，日頃都
会の生活で満たされなかったかつての田舎暮らしへの郷愁を味わってもらうことができ
る。これがこの観光の目玉になるのである。そこではグルメも絶景もいらない。まさに「田
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舎暮らし」を味わってもらうのである。
　田舎の生活はプライバシーが保たれず，他人の生活に介入することが多い。一見欠陥に
みえるこの近すぎる人間関係もまた，都会から来た人達からすれば新鮮な印象を与えるの
である。
　地域活性化において真に重要なことは，そこに住む住民が自らの問題として真剣に考
え，行動することである。人口減少や限界集落，商店街の消滅，買い物難民，空き家など，
待ったなしの状況が進んでいる。この問題を解決する力を持っているのは，その地域の住
民をおいて他にはない。国や県，市町村など公共機関がなにかやってくれるだろうという
見方は捨てるべきである。
　私たちが今回行った久留里線プロジェクトでは，地域が持つ資源としての里山を活用し
た「古道歩き」を紹介し，イベントとして実行した。「古道」というどこにでもある地域
資源を活用するには，ちょっとした工夫と努力が必要であり，それを実行するのは地域住
民である。そこに行政が少し後押しをするだけで地域は変わり始めるのである。
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